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                  環境経営方針               1.   環境経営方針

【基本理念】

「より豊かな未来をひらく」を理念とし、持続可能な社会の実現に向けて、

気候変動への適応、資源の循環を課題として経営に取り組み、企業の

発展を目指します。

　

和田電気工事株式会社は電気設備工事を通じて

以下の行動指針に基づき環境保全活動を推進していきます。

１． 環境経営に積極的に取組み、継続的改善に努めます。

２． 事業活動における環境負荷の低減に努めます。

① 二酸化炭素排出量削減を目指し、電力消費量、ガソリン等燃料消

費量の削減に努めます。

② 廃棄物の排出削減に努めます。

③ 資材の歩留まり100％を目指します。

④ 水道使用量の削減に努めます。

⑤ 紙など資源使用量の削減に努めます。

⑥ 環境に配慮した商品普及に努めます。

３． 環境関連法規制、条例及びその他の要求事項を遵守します。

４． 本行動指針を全従業員に周知徹底し、積極的に取り組んでいきます。

    【行動指針】
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2.1　組織の概要

【事業所名】 和田電気工事株式会社

【代表者氏名】 代表取締役社長　笹原　忍

【所在地】 　本社・仙台支店 宮城県塩釜市北浜1丁目4番26号

　　従業員数　20名　延べ床面積120㎡

　女川支店 宮城県女川町塚浜字前田1番地

　　従業員数22名　延べ床面積64㎡

　新地営業所 福島県新地町駒ヶ嶺字今神1番地

　　従業員数9名　延べ床面積60㎡

　新仙台営業所 宮城県仙台市宮城野区港5丁目2番1号

　　従業員数 9名　延べ床面積32㎡

【環境管理責任者及び担当者連絡先】

環境管理責任者氏名 常務取締役 和田　英之

連絡先担当者 常務取締役 和田　英之

連絡先 TEL022-366-7461

FAX022-366-7462

Email:wadadenki03@wdsendai.ec-net.jp

【事業活動の内容】

・火力、原子力発電所の建設・補修工事及び電気・

　計装機器校正の保守業務。

・各種プラント、受変電設備電気計装設備設計施工。

建設業許可番号：宮城県知事　許可（般-2）第4809号

許可の有効期限：令和3年1月28日から令和8年1月27日まで

【事業規模】

法人設立年月日

資本金 1700万円

工事完成高 5億0998万円（2022年）

従業員数 60名（2023年6月1日現在）

工事件数 253件（2022年）

延べ床面積 276㎡

2.2　認証登録の対象範囲

登録組織名 和田電気工事株式会社

対象 和田電気工事株式会社　全社

事業活動 上記【事業活動の内容】に同じ

1974年5月1日

２．組織の概要及び認証・登録の対象範囲
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代表取締役社長 ・環境経営方針を策定します。

・課題とチャンスを明確にします。

 ・実施体制構築の見直しをします。

・環境経営システムの構築・運用・維持に必要な経営資源を用意します。（人材・資金・設備・情報等）

・環境管理責任者及び環境管理者の役割・責任及び権限を定めます。

・全従業員への周知をします。

・環境経営活動の評価と見直しを行います。

・環境経営レポートの承認をします。

・環境経営システムの構築・運用・維持に関する総括をします。

・環境経営目標及び環境経営計画を作成します。

・環境関連法規の取り組み状況を確認します。

・従業員へ環境経営方針・環境経営目標・環境活動計画・環境関連法規の取組みを周知します。

・環境活動実施状況を環境管理責任者に報告します。

・環境方針の重要性を理解し環境活動に取り組みます。

・環境管理責任者・環境管理者の指示に基づき積極的に環境活動に取り組みます。

・環境管理責任者を補佐し、文書・記録及び環境経営レポートを作成・管理を行う。

　

・環境経営システムの推進状況を代表取締役社長に報告する。

‐Ｐ３‐

事務局

従業員

職　　　名

環境管理者

環境管理責任者

作業現場 作業現場

従業員

女川支店

環境管理者

本社・仙台支店

役　　　割

従業員

３．実施体制・役割

従業員 従業員

新地営業所 新仙台営業所

環境管理者 環境管理者 環境管理者

代表取締役社長

笹原　忍

環境管理責任者

EA21事務局常務取締役

和田　英之

作業現場 作業現場



2022年度～2024年度環境経営目標（全社分）

環境目標 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 計画 計画 計画

前年比0.5％削減 前年比0.5％削減 前年比0.5％削減

88,959 kg-CO2 88,516 kg-CO2 84,921 kg-CO2 84,496 kg-CO2

前年比0.5％削減 前年比0.5％削減 前年比0.5％削減

34,244 kwh 34,074 kWh 34,405 kWh 34,233 kWh

前年比0.5％削減 前年比0.5％削減 前年比0.5％削減

28,337 ﾘｯﾄﾙ 28,196 ﾘｯﾄﾙ 28,574 ﾘｯﾄﾙ 28,431 ﾘｯﾄﾙ

前年比0.5％削減 前年比0.5％削減 前年比0.5％削減

905 ﾘｯﾄﾙ 901 ﾘｯﾄﾙ 240 ﾘｯﾄﾙ 239 ﾘｯﾄﾙ

前年比0.5％削減 前年比0.5％削減 前年比0.5％削減

806 ﾘｯﾄﾙ 802 ﾘｯﾄﾙ 746 ﾘｯﾄﾙ 742 ﾘｯﾄﾙ

前年比0.5％削減 前年比0.5％削減 前年比0.5％削減

589 ｋｇ 586 ｋｇ 686 ｋｇ 683 ｋｇ

前年比0.5％削減 前年比0.5％削減 前年比0.5％削減

375 ｋｇ 373 ｋｇ 15 ｋｇ 15 ｋｇ

100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％

前年比0.5％削減 前年比0.5％削減 前年比0.5％削減

241 ㎥ 240 ㎥ 217.7 ㎥ 216.6 ㎥

前年比0.5％削減 前年比0.5％削減 前年比0.5％削減

275 ｋｇ 274 ｋｇ 283 ｋｇ 282 ｋｇ

※二酸化炭素排出係数には東北電力2020年度0.457kg-CO2/kWh(調整後）を使用

灯油消費量削減

４．中期環境経営目標

   CO2排出量削減

電力消費量削減

ガソリン消費量削減

軽油消費量削減

資源使用量の削減

‐Ｐ４‐

LPG使用量削減 湯沸し器のみ使用のため、削減目標とせず、管理目標とする

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

資材の歩留まり
率    100％目標

水使用削減

 



行動指針 環境活動内容

① 社有車運転の際には次の事項を心掛けること

1.急発進の禁止　

2.急加速の禁止　

3.空ふかしの禁止　

4.駐停車中のエンジン停止

① 事務所照明の昼休み消灯を心掛けること

① パソコン、コピー機等のOA機器は、省電力設定を心掛けること

① 空調の温度設定は、職場の快適さを優先するが、省電力を心掛けること

① 空調は事務所が無人の場合には停止を心掛けること

① 冬季にストーブを使用する場合は設定温度20度を心掛けること

① 給湯器は冬季限定使用を心掛けること

① お茶出しはウォーターサーバーの使用を心掛けること

② 紙、金属缶、ガラスびん、プラスチック、電池等について、分別

回収ボックスの適正配置により、ごみの分別を心掛けること

② 詰め替え可能な製品の利用や備品（事務機等）の修理等により、製品等の

長期使用を心掛けること

② 産業廃棄物の削減、分別を心掛けること

② 産業廃棄物はマニュフェストは100％入手すること

③ 現場調査、積算の質を向上し資材の歩留まり100％を達成する。

④ 手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を心掛けること

⑤ 印刷物を作成する場合は、その部数が必要最小限の量

となるように考慮し、残部が出ないように心掛けること

⑤ 印刷物を作成する場合は両面機能の利用を心掛けること

⑤ 使用済みコピー用紙、ポスター、カレンダー等の裏紙が

活用できる紙は可能な限り利用を心掛けること

⑤ 使用済み封筒の再利用を心掛けること

⑤ コピー機は、枚数や拡大・縮小の誤り等のミスコピーを防止するため、

使用前に設定を確認することを心掛けること

⑥ 環境配慮製品のメリットを社内へ情報提供し普及に努めます。

　 ‐Ｐ５‐

５．環境経営計画



2022年4月～2023年3月 　（全社）

目標 実績

　　　　排出量削減 kg- 88,516 85,348 100%以上 達成できた。 ◎

電力消費量削減 kwh 34,074 34,578 98%
1～3月に寒さの為エアコン暖房
での電気使用量が増加した。

〇

ガソリン消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 28,196 28,718 98% 達成できた。 〇

軽油消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 901 241 100%以上 達成できた。 ◎

灯油消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 802 750 100%以上 達成できた。 ◎

一般廃棄物削減 kg 586 689 85%
事務所・倉庫等の清掃で量が
増えた。

△

産業廃棄物削減 kg 373 15 100%以上 達成できた。 ◎

資材の歩留まり率100％目標 ％ 100 100 100% 達成できた。 ◎

水使用量削減 ㎥ 240 219.7 100%以上 達成できた。 ◎

資源使用量（紙）の削減 kg 274 284 96% 現場資料の作成のため、増加した。 〇

※資材歩留まり率は、客先からの支給品が多いことと、資材は見積書通り発注し不足が出た場合は追加発注している。

判定基準 ◎：100％以上、〇：95％以上、△：80％以上、×：80％未満

二酸化炭素

■電力 34,578 ㎾h　         　    16,174

■ガソリン 28,718㍑　　  　　　        66,673

■軽油   241 ㍑　　                  　632

■灯油   750 ㍑                      1,869

合計　　　      　 　  85,348

　　　　　　　　　‐Ｐ６‐

６．環境経営目標の実績

環境目標項目 単位
2022年度

 達成率（％） 目標達成状況 評価

電力, 
16,174

ガソリン, 
66,673

軽油, 
632

灯油, 
1,869CO2排出量比率

電力 ガソリン 軽油 灯油

全社
85,348



2022年4月～2023年3月 　（本社・仙台支店）

　　　　排出量削減 kg- 35,117 29,889 100%以上 達成できた。 ◎

電力消費量削減 kwh 16,612 16,155 100%以上 達成できた。 ◎

ガソリン消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 9,607 8,731 100%以上 達成できた。 ◎

軽油消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 408 62 100%以上 達成できた。 ◎

灯油消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 802 750 100%以上 達成できた。 ◎

一般廃棄物削減 kg 139 158 87% 事務所・倉庫の大掃除を実施した。 △

産業廃棄物削減 kg 373 15 100%以上 達成できた。 ◎

資材の歩留まり率100％目標 ％ 100 100 100%以上 達成できた。 ◎

水使用量削減 ㎥ 223 205 100%以上 達成できた。 ◎

資源使用量（紙）の削減 kg 125 134 93% 現場資料作成のため増加した。 △

2022年4月～2023年3月 　（女川支店）

　　　　排出量削減 kg- 25,221 27,957 90%
電気・ガソリン使用量が増加し
た。

△

電力消費量削減 kwh 7,069 7,402 95% ほぼ達成できた。 〇

ガソリン消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 9,404 10,548 89% 構内送迎の回数が増加した。 △

軽油消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 30 0 100%以上 達成できた。 ◎

一般廃棄物削減 kg 89 85 100%以上 達成できた。 ◎

資材の歩留まり率100％目標 ％ 100 100 100% 達成できた。 ◎

水使用量削減 ㎥ ー

資源使用量（紙）の削減 kg 36 37 97% ほぼ達成できた。 〇

判定基準 ◎：100％以上、〇：95％以上、△：80％以上、×：80％未満

　　　　　　　　　‐Ｐ７‐

6.1 環境経営目標の実績

項目 単位 目標 実績 達成率（％） 目標達成状況 結果

結果

   共同使用の為、把握出来ないので啓蒙活動とする

項目 単位 目標 実績 達成率（％） 目標達成状況



2022年4月～2023年3月 　（新地営業所）

　　　　排出量削減 kg- 17,434 18,728 93% ほぼ達成できた。 △

電力消費量削減 kwh 4,604 4,790 96% ほぼ達成できた。 〇

ガソリン消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 6,461 7,079 91% ほぼ達成できた。 △

軽油消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 0 24 — 発電機の使用量があった。 ×

一般廃棄物削減 kg 312 397 78%
会社資料を廃棄したため増加し
た。

×

資材の歩留まり率100％目標 ％ 100 100 100% 達成できた。 ◎

水使用量削減 ㎥ 10 7.5 100%以上 達成できた。 ◎

資源使用量（紙）の削減 kg 88 88 100% 達成できた。 ◎

2022年4月～2023年3月 　（新仙台営業所）

　　　　排出量削減 kg- 10,744 8,774 100%以上 達成できた。 ◎

電力消費量削減 kwh 5,789 6,231 92% ほぼ達成できた。 △

ガソリン消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 2,724 2,360 100%以上 達成できた。 ◎

軽油消費量削減 ﾘｯﾄﾙ 463 155 100%以上 達成できた。 ◎

一般廃棄物削減 kg 46 49 93% ほぼ達成できた。 △

資材の歩留まり率100％目標 ％ 100 100 100% 達成できた。 ◎

水使用量削減 ㎥ 7.2 7.2 100% 達成できた。 ◎

資源使用量（紙）の削減 kg 25 25 100% 達成できた。 ◎

判定基準 ◎：100％以上、〇：95％以上、△：80％以上、×：80％未満

　　　　　　　　　‐Ｐ８‐

6.2 環境経営目標の実績

項目 単位 目標 実績 達成率（％） 目標達成状況 結果

項目 単位 目標 実績 達成率（％） 目標達成状況 結果



6.3　環境経営目標の実績推移
目標 実績

（CO2) （kwh） （ℓ）

（ℓ) （ℓ) 　 （kg）

（kg） （㎥） 　 （kg）

※二酸化炭素排出係数には東北電力2020年度0.457kg-         /kWhを使用 (調整後）

‐Ｐ９‐
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行動
指針

評価 今後の取組

1）電力消費量の削減 ・寒暖の差が激しかつたため、エアコン ・社員の体調管理に配慮しながら

・事務所照明の昼休み消灯   の使用が増え、電気使用量が増加  温度管理に気を付けたい。

・OA機器の省電力設定   した。  

・空調の温度設定

・空調は事務所が無人の場合停止する

・給湯器使用は冬季限定

・ｳｫｰﾀｰｻｰﾊﾞｰを使用する

2）燃料使用量の削減 ・感染症予防のため、構内送迎の回数・コロナも落ち着いてきたので、

・社有車運転の際   が増加した。   構内移動には、客先の送迎指定車を

　　　急発進の禁止 　使用する。

　　　急加速の禁止

　　　空ふかしの禁止

　　　駐停車中のｴﾝｼﾞﾝ停止 　

一般廃棄物排出量の削減 ・詰替可能商品の利用は充分に ・引続き取組みたい

・分別回収BOXによるごみの分別   取り組めた。

・詰替え製品の利用

・備品の修理等による長期使用

産業廃棄物排出量の削減 ・産業廃棄物の分別を徹底している ・引続き取組みたい

・産業廃棄物の削減、分別  ので減少している。

・ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの100％入手

資材の歩留まり100％目標 ・現場調査、積算の向上は ・引続き取組みたい

　充分に取組めた。

水道使用量の削減 ・節水への取組みの意識が浸透 ・引続き取組みたい

・手洗い時、洗い物においての節水   してきた。

資源使用量（紙）の削減 ・新規の現場資料の作成のため ・メール等での対応でペーパー

・印刷物は必要最小限とする   印刷物増えた。  レス化に努めたい。

・印刷物の両面機能の利用

・使用済みｺﾋﾟｰ用紙、ﾎﾟｽﾀｰ、ｶﾚﾝﾀﾞｰ等の

　裏紙の活用

・使用済み封筒の再利用

・ｺﾋﾟｰ機使用前に設定確認しﾐｽｺﾋﾟｰ防止

環境配慮製品のメリットを社内へ情報提供し ・エコマークを意識しながら商品を ・引続き取組みたい

  購入するよう声がけした。

　

　

⑤

⑥
普及に努めます。
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７．取組結果の評価及び今後の取組

環境活動計画

①

②

②

③

④



（１）　環境関連法規の遵守状況

・廃棄物処理法
・自動車リサイクル法
・フロン排出抑制法　
・建設リサイクル法　　他

（２）　苦情・訴訟等の有無

〇

〇 年度末には説明会を開催し、継続的な改善に努めていきます。

　　説明会内容

① 環境目標値の結果と計画

② 環境活動の見直し

③ 環境関連法規遵守の結果と計画

④ 発想転換する姿勢を持つこと

 　

〇 エコアクション21への取組みの成果として次の点があげられます。

　

① 社員の環境配慮意識向上

② 地域貢献

③ 経営の効率化・コスト削減

８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、
並びに違反、訴訟などの有無

建設業が環境に与える負荷は、全産業の中でCO²排出34％・産業廃棄物量21％です。
環境に対する社会的関心が高まり、カーボンニュートラルに向け、CO²の排出削減目標値の
設定があります。
「会社で出来る事・家庭で出来る事」それぞれが役割、実施を果たして行きましょう。
この数年はコロナウィルス感染症対策と宮城福島沖地震の災害復旧の中
全社で目標達成できたことを基礎として、新たな年度の環境活動・社会貢献活動を
しましょう。

９．代表者による全体の評価と見直し・指示
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当社に適用される主な環境関連法規は下記のとおりです。その遵守状況を確認した
結果、問題はありませんでした。

環境関連法規への違反及び近隣住民からの訴訟・苦情等は創業以来ありません。ま
た関連機関からの指摘も同様にありません。



１０. エコアクション21活動写真
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支店・営業所


